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整備効果 

 

 

 

 

１．旅行時間の短縮 

２．生活道路の安全性向上 

３．防災 

（１）災害時の避難路確保 
（２）緊急車両の速度向上 

４．都市空間や緑の創出 
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１．旅行時間の短縮 
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●小川町交差点周辺と、地域にとって広域道路ネッ

トワークの玄関となる「国立府中ＩＣ」間の旅行

時間について、現況のピーク時間帯と小平3・3・8

供用後の比較を行った。 

【整備効果】 

●平日・土曜日とも旅行時間は大幅に短縮される。 
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２．生活道路の安全性向上 

 

①抜け道となっている生活道路（計画道路周辺の点線で囲まれた地域）の状況 
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②市内道路の歩道整備率 

 小平市内で歩道がある道路の割合は約31％。 

【整備効果】 

●小平3・3・8の整備により、周辺の生活道路の通過交通が減少し、地域の安全性が向上

する。 

●府中街道等の渋滞を避けるため、計画道路周辺では幅員の狭い生活道路が抜け道として

利用されている。 

●この地域内には、多くの学校が存在している。私立学校には域外からの通学者も多く、

鷹の台駅を利用し、このような生活道路を歩く生徒も多い。 

●また、生活道路へ進入する通過交通による負傷事故も発生している。 

※負傷事故発生箇所の出典：警視庁webサイト 
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３．防災 

（１）災害時の避難路確保 

 

 ①現況避難ルート１

→緊急道路障害物除去路線を経由する

ルート

②現況避難ルート２

→最短ルート（写真参照）

①現況避難ルート１

→緊急道路障害物除去路線を経由する

ルート

②現況避難ルート２

→最短ルート（写真参照）
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●小平市地域防災計画では、災
害時に市民はまず「いっとき
避難場所（市内46箇所）」に
避難し、その後「広域避難場
所」へ避難することが基本と
されている。 

【整備効果】 

●小平3・3・8の整備により、広幅員で安全な避難路が確保される。 
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（２）緊急車両の速度向上 
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踏切

●小川町交差点周辺と第三次救急医療施設である「府中病
院」までの旅行時間について、現況と小平3・3・8供用後の
比較を行った。 

（※現道における緊急車両の旅行速度を30km/hとし、供用後
は広幅員で4車線の道路を走行するため、緊急車両の旅行速
度が40km/hに向上するものと仮定した。） 

【整備効果】 
●旅行時間を約3分短縮することができ、また踏切待ちがなく
なることから、救命率向上への寄与が期待できる。 
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４．都市空間や緑の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小平3・3・8の整備にあたって沿道環境を保全するため、車道部の両側に１０ｍずつの

環境施設帯を整備する。 

○環境施設帯の空間を利用して、以下のように緑豊かなゆとりある都市空間を創出するこ

とができる。 

●ゆとりある自転車歩行者道の整備により、歩行者・自転車の快適性及び安全性が向上する 

●電線類地中化により、美しい都市景

観を形成する 

●植樹帯の整備により、みどり豊かな都

市空間を形成する 

小平３・３・８ 標準横断図 

写真：府中所沢線 府中区間 

写真：府中所沢線 府中区間 

写真：調布保谷線 調布・三鷹区間 


